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平
成
27
年

第
１
回
定
例
会

前年比
3.5％減

平成27年度一般会計予算（前年度320億8,000万円）

総額309億5,000万円
平成 27年第１回定例会は、２月 20日から３月 23日までの 32日間の会期で
開かれました。
本定例会には、議員提出議案の財産の取得に対する附帯決議を含む、71件の
議案が提出されました。
一般会計予算については、予算審査特別委員会を設置し、審査の付託を行い、
３月３・４・５日の３日間、慎重に審査を行い、３月 23日の本会議において賛
成多数で可決されました。また、その他の議案については、すべて原案のとおり
可決・同意となりました。
また、一般質問では 11名の議員が登壇し、当面の行政課題をただしました。

市税の内訳
市民税………27億7,160万円
固定資産税…27億1,865万円
たばこ税……  3億8,800万円
都市計画税…  3億3,230万円
軽自動車税…  1億9,550万円

市税（20.7％）
　64億605万円

繰入金（5.0％）
　15億3,839万円

諸収入など（6.6％）
　　20億2,813万円

商工費など（0.6％）
　1億7,573万円

議会費（0.8％）
　2億6,189万円

その他（0.2％）
　　　5,014万円

総務費（13.5％）
　41億7,035万円

民生費（30.3％）
　93億8,124万円

衛生費（11.1％）
　34億3,891万円農林業費（2.8％）

　8億7,030万円

土木費（13.2％）
　40億7,505万円

消防費（3.5％）
　11億270万円

教育費（8.4％）
　26億505万円

公債費（15.6％）
　48億1,864万円

地方消費税交付金など（3.1％）
　9億7,500万円

県支出金（6.7％）
　20億8,027万円

国庫支出金（10.9％）
　33億8,566万円

市債（11.6％）
　35億8,650万円

地方交付税（35.4％）
　109億5,000万円

自主財源
（32.2％）

依存財源
（67.8％）

歳入

歳出

※各内訳及び合計につ
いて、四捨五入の関
係により一致しない
場合があります。

※金額は、万円未満を
　四捨五入しています。
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収入総額 500万円（309億5,000万円） 支出総額 500万円（309億5,000万円）

給料 135.5万円 （83億8,000万円）
市税、分担金、使用料、諸収入など（税金や施設の使用料など）

27.1％ 食費 75万円 （46億5,000万円）
人件費（職員に対しての給料や退職手当など）

15％

医療介護費 80万円 （49億3,000万円）
扶助費（高齢者や障害者、子どもの福祉等にかかるお金）

15.9％貯金の取り崩し 25万円 （15億4,000万円）
繰入金（基金や特別会計から受け入れたお金）

5.0％

親からの援助 192.5万円 （119億2,000万円）
地方交付税、地方譲与税など（国や県から交付されるお金）

38.5％

親からの特別援助 88万円 （54億7,000万円）
国・県支出金（特定の目的のために、国や県が支出するお金）

17.6％

借入金 58万円 （35億9,000万円）
市債（市が長期間借り入れるお金）

11.6％

その他 1万円 （5,000万円）
繰越金（前の年にあまったお金）

0.2％

借金の返済 78万円 （48億2,000万円）
公債費（市債の元金及び利子の支払いにかかるお金）

15.6％

光熱水費・電話代等 57万円 （35億円）
物件費（旅費、消耗品、燃料費、委託料等にかかるお金）

11.3％

自宅の増改築・補修費 71万円 （43億6,000万円）
普通建設事業費、維持補修費など
（道路や学校など施設の新増設や補修にかかるお金）

14.1％

子どもへの仕送り 56万円 （34億3,000万円）
繰出金（一般会計から特別会計へ支出するお金）

11.1％

自治会活動への補助 79万円 （49億円）
補助費等、貸付金など（補助金や市が貸付けるお金など）

15.8％

貯金 3万円 （3億1,000万円）
積立金（基金に積み立てるお金）

1％

その他 1万円 （5,000万円）
予備費（思わぬ支払いに備えるお金）

0.2％

※金額は、端数調整しています。

■ 収入500万円の家庭に置き換えてみると

○普通建設事業費
学校、道路などの建設費

○補助費等
補助金、負担金、交付金などの
お金

○物件費
消耗品、光熱水費などの消費的
経費の総称

○公債費
市債の元金および利子の支払い
にかかるお金

○扶助費
児童手当の支給など各種支援の
ためのお金

○繰出金
他の会計に支出するお金

平成 27年 4月 1日現在の人口 6万 5,759 人（26,196 世帯）
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合
併
10
周
年
を
迎
え
て

■ 

合
併
10
周
年
記
念
式
典
等
開
催
事
業

（
900
万
円
）

・
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

８
月
９
日（
日
）市
民
体

育
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
が
行
わ
れ
ま
す
。

・
合
併
記
念
日
11
月
７
日

（
土
）ホ
ー
ル
田
園
で
式

典
な
ら
び
に
記
念
講
演

の
予
定
。

■ 

市
歌
制
定
事
業

（
55
万
円
）

・
今
年
度
で
詞
を
募
集
し
、

記
念
式
典
で
発
表
し
、

次
年
度
に
曲
を
つ
け
て

い
く
予
定
。

フ
ル
ー
ツ
大
使
の
任
命

■ 

観
光
振
興
事
業
（
238
万
７
千
円
）

・
女
優
藤
原
紀
香
さ
ん
を
フ
ル
ー
ツ
大
使
に
！

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
に

■ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成

施
設
整
備
事
業

（
９
千
943
万
５
千
円
）

・
西
貴
志
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
施
設
の
新
築
と
、

粉
河
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
の
移
転
に

と
も
な
う
旧
粉
河
中
学
校
特
別
教
室
棟

改
修
を
行
う
。

こ
の
事
業
に
注
目

新市民体育館

藤原紀香さん学童保育で遊ぶ子どもたち

紀の川市議会だより　No.33　平成27年［2015］
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国
体
開
催
に
向
け
て

■ 

国
民
体
育
大
会
事
業

　
　
　

（
２
億
８
千
568
万
５
千
円
）

・
全
国
か
ら
訪
れ
る
競
技
関
係
者
が
十
分
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
会
場
の
設

営
等
を
含
め
、
大
会
を
円
滑
に
行
う
。

▼
開
会
式　

９
月
26
日
（
土
）

　

紀
三
井
寺
公
園
陸
上
競
技
場

▼
サ
ッ
カ
ー　

９
月
27
日
（
日
）
〜
９
月
30
日
（
水
）

　

桃
源
郷
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

▼
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル　

９
月
28
日
（
月
）
、
９
月
29
日
（
火
）

　

新
市
民
体
育
館

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

10
月
３
日
（
土
）
〜
10
月
５
日
（
月
）

　

粉
河
運
動
場
・
貴
志
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

よ
り
良
い
教
育
施
設
を
提
供　

■ 

小
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業

（
746
万
２
千
円
）

・
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
の
３
年
間
に
か

け
て
、
管
内
16
校
の
小
学
校
に
空
調
設
備

を
設
置
す
る
。

・
本
年
度
は
、
池
田
、
田
中
、
長
田
、
粉

河
、
西
貴
志
、
中
貴
志
、
東
貴
志
の
７
校

に
設
置
す
る
。

■ 

粉
河
・
那
賀
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
事
業

（
321
万
８
千
円
）

・
よ
り
安
全
な
給
食
の
提
供
お
よ
び
給
食
の
質
の
向
上
を
め
ざ
す
。

■ 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業

（
71
万
６
千
円
）

・
多
世
代
が
多
志
向
、
多
種
目
の
ス
ポ

ー
ツ
を
親
し
む
事
が
で
き
る
機
会
を

提
供
す
る
。

ドカンとホームラン!!

自分に合ったスポーツ探し！ 小学校エアコン設置

紀の川市議会だより　No.33　平成27年［2015］
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お
年
寄
り
も
安
心

■ 

老
人
福
祉
施
設
入
所
事
業

（
１
億
６
千
665
万
５
千
円
）

・
居
宅
に
お
い
て
、
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
入
所
し

て
も
ら
い
、
毎
日
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

■ 

高
齢
者
見
守
り
事
業

（
777
万
６
千
円
）

・
高
齢
者
の
孤
独
感
を
解
消
、
お
よ
び
安
心
感
の
提
供
、
な
ら
び
に
孤
独
死
の

防
止
を
は
か
る
。

豊
か
な
地
域
づ
く
り
へ

■ 

過
疎
集
落
再
生
・
活
性
化
支
援
事
業

（
464
万
円
）

・
集
落
と
農
地
の
再
生
の
た
め
に
、
雇
用
と
交
流
人
口
を
創
出
す
る
。

■ 

旧
分
庁
舎
解
体
整
備
事
業

（
339
万
円
）

・
旧
粉
河
分
庁
舎
の
解
体
工
事
の
設
計
委
託
料
。

　

今
後
の
敷
地
全
体
の
有
効
活
用
を
は
か
る
。

■ 

粉
河
支
所
移
転
改
修
事
業

（
２
千
757
万
４
千
円
）

・
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
公
共
性
の
高
い
粉
河

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
へ
移
転
す
る
。

ココが粉河支所に

主な特別会計の予算　※増減率の△はマイナスです。

※公営企業会計の金額は、万円未満を四捨五入しています。

特 別 会 計 平成27年度 平成26年度 増減率（％）

住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,500万円 2,500万円 0.0

土地取得事業特別会計 80万円 80万円 0.0

国民健康保険事業勘定特別会計 94億3,100万円 81億6,600万円 15.5

国民健康保険直営診療施設勘定特別会計 7,600万円 8,450万円 △ 10.1

後期高齢者医療特別会計 14億2,800万円 14億3,900万円 △ 0.8

介護保険事業勘定特別会計 65億2,900万円 61億6,600万円 5.9

公共下水道事業特別会計 12億9,100万円 14億7,200万円 △ 12.3

特定環境保全公共下水道事業特別会計 5,630万円 5,400万円 4.3

農業集落排水事業特別会計 4,050万円 3,600万円 12.5

簡易水道事業特別会計 9億6,000万円 6億3,300万円 51.7

紀の川市議会だより　No.33　平成27年［2015］
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◇
地
方
版
総
合
戦
略
等
策
定
事
業
【
新
規
】

（
1
千
万
円
）

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
計
画
と
な
る

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
と
人
口
の
将
来
展
望
を
示
す
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
す
る
。

◇
商
工
会
商
品
券
補
助
事
業

（
１
億
３
千
万
円
）

商
工
会
が
実
施
す
る
「
き
の
か
わ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
の
発
行
を
支
援
。

合
併
10
周
年
を
記
念
し
プ
レ
ミ
ア
ム
率
、
発
行
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
率　

通
常
１
割
→
今
回
３
割

・
発
行
総
額　

通
常
１
億
円
→
今
回
3.9
億
円

◇
保
育
所
保
育
環
境
充
実
事
業
【
新
規
】

（
３
千
851
万
６
千
円
）

保
育
環
境
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
保
育
所
（
園
）
の
遊
具
、
絵
本
お
よ
び
防

災
用
品
等
を
整
備
。

◇
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
事
業
【
新
規
】

（
１
千
368
万
５
千
円
）

「
フ
ル
ー
ツ
の
ま
ち
紀
の
川
市
」

を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
ぷ
る
ぷ
る
娘

や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
等
が
主

と
な
り
、
大
都
市
圏
に
お
い
て
の
定

期
的
な
観
光
Ｐ
Ｒ
や
、
観
光
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

利
活
用
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
を
強
化
。

ぷるぷる娘

議案
審議

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

平
成
26
年
度
決
算
状
況
を
見
込
ん
だ
過
不
足
の
調
整
、
な
ら
び

に
国
の
補
正
予
算
で
交
付
さ
れ
る
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

の
た
め
の
交
付
金
」
対
象
事
業
の
増
額
措
置

主
な
議
決
事
項

紀の川市議会だより　No.33　平成27年［2015］
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主
な
条
例
改
正

・
紀
の
川
市
心
身
障
害
児
在
宅
扶
養
手
当
支
給

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

市
独
自
事
業
の
支
給
対
象
者
に
難
病
患
者
等
を
加
え
難
病
患
者
等
へ
の
支
援

を
は
か
る
。
ま
た
、
国
の
施
策
で
あ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
制
度

を
見
直
し
、
対
象
外
で
あ
っ
た
施
設
入
所
者
も
受
給
対
象
と
す
る
。

・
紀
の
川
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
介
護
予
防
を
推
進
す
る
地
域
支
援

事
業
の
充
実
を
は
か
る
。

ま
た
、
市
独
自
の
介
護
保
険
料
率
を
導
入
し
、
大
幅
に
増
加
す
る
保
険
料
の

抑
制
に
つ
と
め
る
。

福
祉
関
連
の
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
に
住
民
生
活
を
圧
迫
す

る
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
高
齢
化
社
会
を
考
慮
し
、
限
ら
れ

た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
や
む
な
し
と
の
賛
成
多
数
で
可
決
。

○
鳥
獣
対
策
事
業
（
195
万
円
）

当
初
見
込
ん
で
い
た
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
頭
数
に
比
べ
、
実
績
見
込
み
に
よ
る
捕
獲

頭
数
が
大
幅
に
増
加
す
る
た
め
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
補
助
金
の
増
額
措
置
を
行
う
。

○
水
防
事
業
（
325
万
１
千
円
）

昨
年
の
台
風
11
号
の
影
響
に
よ
り
、
樋
門
等
操
作
業
務
委
託
お
よ
び
水
門
管
理

委
託
の
回
数
が
当
初
見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め
、
委
託
料
の
増
額
措
置
を
行
う
。

そ
の
他
の
主
な
補
正
予
算

◇
小
学
校
防
災
用
品
配
備
事
業
【
新
規
】

（
858
万
６
千
円
）

す
べ
て
の
市
立
小
学
校
に
防
災
用
品
と
し
て
、
災
害
発
生
時
の
身
体
保
護
や
定

期
的
な
防
災
訓
練
に
活
用
す
る
た
め
、
児
童
と
教
職
員
に
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

配
備
。

◇
婚
活
支
援
事
業

（
142
万
１
千
円
）

総
合
的
な
結
婚
支
援
体
制
を
整
え
る
た
め
、

現
在
実
施
し
て
い
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
追
加
し
、

新
た
に
結
婚
相
談
を
受
け
付
け
る
サ
ポ
ー
ト
窓

口
の
開
設
と
結
婚
を
希
望
す
る
人
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

◇
防
災
用
品
備
蓄
事
業
【
新
規
】

（
179
万
２
千
円
）

災
害
時
に
備
え
、
新
た
に
乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
災
害
用
備
蓄
品
を
整
備
。

ポイント
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平成 26 年第４回定例会において可決した「財産の取得に
ついて（市民体育館スポーツ備品（大型備品）一式）」につい
て、備品を追加購入するにあたり、取得金額の変更の議決を
得たものであるが、当初計画の段階で適切な事務処理であっ
たのか疑義が生じるため、今後は事務の改善および法規等の
整備に早急に取り組まれ、十分な精査を行うことを強く
求めるものである。

新体育館のアリーナ

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
（
３
件
）

・
工
事
委
託
協
定
の
締
結
（
１
件
）

・
平
成
26
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算
（
８
件
）

・
平
成
27
年
度
各
財
産
区
特
別
会
計
予
算
（
11
件
）

・
平
成
27
年
度
公
営
企
業
会
計
予
算
（
２
件
）

・
那
賀
５
町
新
市
建
設
計
画
の
変
更

・
権
利
の
放
棄
（
３
件
）

・
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
（
１
件
）

・
那
賀
老
人
福
祉
施
設
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
（
１
件
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
（
１
件
）

・
委
員
会
提
出
議
案
（
２
件
）

そ
の
他
の
議
決
事
項

第
32
号
（
２
ペ
ー
ジ
中
段
）
の
訂
正
と
お
わ
び

平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算
の
金
額
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

【
誤
】
地
域
安
全
推
進
事
業
（
９
千
440
万
円
）

↓

【
正
】
地
域
安
全
推
進
事
業
（
944
万
円
）

新副議長に

杉　原　　勲　氏（刷新クラブ）

今までの議員活動の経験を生かし、議長の補佐
役として誠心誠意努めてまいります。

◎財産の取得の一部変更について（１千126万６千円増額）

この件については、
以下の附帯決議を付けて

紀の川市議会だより　No.33　平成27年［2015］
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いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

太田加寿也　議員
・新市立図書館と地域・市民との連携

について
・若者対策と高齢者対策のバランスを

どうとっていくのか

杉原　　勲　議員
・これからの地域公共交通について

舩木　孝明　議員
・子ども子育て支援について
・地方創生への取組みについて

石脇　順治　議員
・紀の川市における今後の道路整備計

画について

中尾太久也　議員
・農業振興に対する基盤整備および環

境保全の取り組みについて

西川　泰弘　議員
・国の地方創生への市の自主的な独自

の対応について
・住民と市行政の協働について

並松　八重　議員
・本市の環境保全、美化運動の取り組

みについて
・自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の普及

状況

榎本　喜之　議員
・有害鳥獣対策について
・打田スポーツ公園に建設されるプー

ルについて

川原　一泰　議員
・人口減少を止める必要性

中村　真紀　議員
・屋内公園の充実について
・和歌山広域消防指令センターについ

て

石井　　仁　議員
・広域化に伴う本市のごみ行政につい

て

紀の川市議会だより　No.33　平成27年［2015］
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問９
月
に
わ
か
や
ま
国
体

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

市
と
し
て
山
林
・
道
路
・
農

地
・
河
川
等
に
ポ
イ
捨
て
さ

れ
て
い
る
ご
み
の
処
理
と
防

止
対
策
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

不
法
投
棄
が
多
い
地
域

に
は
、
啓
発
看
板
、
の
ぼ
り
、

固
定
式
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
市
職
員
・
委
託
業
者
等

で
市
内
全
域
を
対
象
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

処
理
は
原
則
と
し
て
、

道
路
・
土
地
等
は
管
理
者
が

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

可
能
な
範
囲
で
市
の
焼
却
場

で
処
理
を
す
る
。
処
理
困
難

物
は
業
者
委
託
に
な
る
。

ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る

ご
み
等
は
、
沿
道
住
民
の
自

問捕
獲
し
た
有
害
獣
の
死

骸
の
処
理
に
困
っ
て
い
る
。

大
型
の
動
物
は
そ
の
ま

ま
焼
却
で
き
ず
、
ご
み
袋
に

入
る
大
き
さ
に
解
体
す
る
ほ

か
な
い
。
動
物
専
用
の
焼
却

炉
の
設
置
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

紀
の
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
も
構
造
的
に
大
型
動
物

を
そ
の
ま
ま
焼
却
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
ま

た
、
動
物
炉
の
建
設
、
維
持

管
理
に
も
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
る
。
処
理
方
法
は
、

今
後
の
課
題
と
考
え
る
。

問焼
却
処
分
が
一
番
良
い

と
考
え
る
が
、
当
面
の
措
置

と
し
て
、
財
産
区
な
ど
に
お

願
い
し
、
埋
却
処
分
す
る
土

発
的
な
美
化
・
清
掃

活
動
に
よ
り
環
境
が

保
持
さ
れ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
市
職

員
・
各
種
団
体
の
協

力
を
得
て
、
環
境
保

全
、
美
化
運
動
を
市

民
に
周
知
し
推
進
し

て
い
く
。

 

答
　
　
市
　
　
長

わ
か
や
ま
国
体
で

本
市
を
訪
れ
る
方
々
を
、
ご

み
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
で

お
迎
え
し
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

モ
ラ
ル
向
上
に
努
め

る
。問Ａ

Ｅ
Ｄ
の
普
及

状
況
と
救
命
講
習
の

現
状
は
。

 

答
　
　
総
務
部
長

市
の
公
共
施
設
に
99
ヶ

所
、
民
間
の
施
設
に
28
ヶ
所

設
置
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
を

含
め
た
普
通
救
命
講
習
は
、

平
成
26
年
度
実
績
で
約
千
名

の
方
が
受
講
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
市
民
へ
の
普
通
救
命

地
を
市
で
準
備
し
、
穴
を
掘

る
と
い
う
一
番
大
変
な
作
業

も
重
機
を
リ
ー
ス
す
る
な
ど

し
て
軽
減
で
き
な
い
か
。

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

現
状
で
は
埋
却
処
分
以

外
に
有
効
な
手
段
が
見
当
た

ら
ず
、
体
制
づ
く
り
を
早
急

に
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
昨
年
６
月

に
設
立
し
た
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
に
協
力
を
お
願

い
し
、
対
策
を
は
か
っ
て
い

く
。
場
所
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、

重
機
賃
貸
な
ど
経
費
を
協
議

会
で
負
担
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
の
で
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
焼
却
炉
建
設
も

支
援
制
度
が
あ
る
の
で
、
捕

獲
頭
数
等
を
勘
案
し
、
広
域

的
な
取
り
組
み
を
含
め
研
究

課
題
と
す
る
。

講
習
参
加
へ
の
周
知
を
は
か

っ
て
い
く
。

問救
命
率
を
上
げ
る
た
め

に
、
24
時
間
利
用
で
き
る
コ

ン
ビ
ニ
・
交
番
へ
の
設
置
は
。

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

那
賀
消
防
組
合
と
も
連

携
の
上
、
コ
ン
ビ
ニ
店
へ
の

理
解
を
求
め
、
ま
た
交
番
等

へ
の
設
置
の
要
望
も
県
担
当

課
に
行
う
。

問打
田
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
建
設
予
定
の

プ
ー
ル
は
、
も
っ
と

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
特
化
し
た
プ
ー
ル

で
良
か
っ
た
の
で

は
？

 

答
　
　
　
建
設
部
長
・
教
育
部
長

プ
ー
ル
の
概
要
は
、
25
ｍ

の
８
コ
ー
ス
水
深
1.0
～
1.2
ｍ
の

大
プ
ー
ル
、
水
深
70
㎝
の
小
プ

ー
ル
、
水
深
50
㎝
と
30
㎝
の
幼

児
用
プ
ー
ル
２
ヶ
所
と
、
日
陰

も
多
く
取
れ
る
よ
う
ひ
さ
し
を

３
ヶ
所
計
画
し
て
い
る
。

小
学
校
体
育
連
盟
か
ら
、

子
ど
も
達
が
一
同
に
集
う
施

設
に
と
強
い
要
望
も
あ
り
、

水
泳
大
会
が
で
き
る
施
設
と

し
て
い
る
。
大
プ
ー
ル
に
は
、

障
害
者
の
方
に
も
利
用
し
て

頂
け
る
よ
う
ス
ロ
ー
プ
も
計

画
し
て
い
る
。

ま
た
、
用
途
別
に
コ
ー

ス
を
分
け
た
り
、
日
に
ち
や

時
間
別
で
利
用
を
変
え
る
な

ど
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的

な
部
分
も
多
く
取
り
入
れ
な

が
ら
運
営
面
で
多
目
的
に
使

っ
て
い
き
た
い
。

並松　八重　議員

榎本　喜之　議員

ＡＥＤで助かる命

大型有害動物

有
害
獣
の
処
分
を
容
易
に

き
れ
い
な
ま
ち
で
国
体
を

ＡＥＤで助かる命

新しいプールに期待
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11　Kinokawa City Gikai Dayori



体
制
の
充
実
強
化
や
受
信
処

理
能
力
の
向
上
等
、
大
き
な

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

救
急
車
な
ど
の
相
互
乗

り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
大
規

模
災
害
の
発
生
に
備
え
、
和

歌
山
県
下
消
防
広
域
応
援
協

定
を
締
結
し
、
セ
ン
タ
ー
長

の
権
限
に
よ
り
相
互
応
援
が

可
能
と
な
る
。

問天
候
を
気
に
せ

ず
、
未
就
園
児
か
ら

小
学
生
ま
で
が
利
用

で
き
る
屋
内
公
園
の

必
要
性
に
つ
い
て
市

の
認
識
は
。

 

答
　 

保
健
福
祉
部
長

天
候
に
か
か
わ

ら
ず
自
然
に
集
ま
り
、

土
・
日
・
祝
も
遊
べ

る
施
設
の
建
設
は
、
財
政
的

な
こ
と
を
踏
ま
え
考
え
て
い

な
い
。
た
だ
、
集
え
る
場
の

提
供
は
、
子
ど
も
の
成
長
に

欠
か
せ
な
い
と
思
う
の
で
、

既
存
の
施
設
を
必
要
に
応
じ

充
実
し
て
い
き
た
い
。

問使
わ
れ
て
い
な
い
児
童

館
の
有
効
利
用
や
、
よ
り
身

近
な
場
所
で
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
増
設
は
。

問人
口
が
減
る
と
、

交
付
税
や
自
主
財
源

の
税
収
に
も
影
響
が

あ
る
が
、
ど
の
様
な

対
策
を
講
じ
て
い
く

の
か
。

 

答
　
　
総
務
部
長

歳
出
の
削
減
に

は
強
力
な
行
財
政
改

革
の
推
進
、
歳
入
の

増
加
に
は
深
刻
化
す

る
人
口
減
少
へ
の
取
り
組

み
が
有
効
な
施
策
と
考
え

る
。
人
口
が
増
加
し
た
場
合

の
財
政
的
な
効
果
は
、
ま
ず

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
一

人
当
た
り
10
万
円
の
増
額
と

な
り
、
市
民
税
に
つ
い
て
は
、

15
歳
以
上
65
歳
未
満
の
生
産

年
齢
人
口
が
増
加
す
る
こ
と

で
、
個
人
住
民
税
が
一
人
当

た
り
約
６
万
円
の
増
加
と
な

る
。
人
口
増
加
と
定
住
化
の

促
進
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。  

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

本
市
は
県
内
で
最
も
住

み
や
す
い
地
理
的
環
境
を
秘

め
た
地
域
で
あ
り
、
受
け
入

れ
態
勢
が
整
え
ば
、
必
ず
人

口
が
増
加
す
る
。

本
市
の
人
口
の
現
状
と

将
来
の
展
望
を
提
示
す
る
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
方
版
総
合

戦
略
を
策
定
し
、
人
口
減
少

時
代
に
対
応
す
る
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

都
市
計
画
に
よ
る
土
地

利
用
の
誘
導
・
規
制
な
ど
は
、

人
口
増
加
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
の
用
途

地
域
指
定
を
見
据
え
た
土
地

利
用
方
針
策
定
事
業
と
し
て

平
成
27
年
度
456
万
９
千
円
、

平
成
28
年
度
債
務
負
担
行
為

限
度
額
を
600
万
円
と
し
て
い

る
。問（

仮
称
）

京
奈
和
関

空
連
絡
道

路
期
成
同

盟
会
設
立

に
向
け
た

進
捗
状
況

は
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

（
仮
称
）京
奈
和
関
空
連

絡
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
設
立
に
向
け
た
活
動
状
況

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
中

に
同
意
を
取
り
付
け
る
べ
く

加
盟
要
請
に
奔
走
し
、
昨
年

末
に
は
和
歌
山
県
側
５
市
５

町
、
ま
た
、
大
阪
府
側
４
市

３
町
に
つ
い
て
は
泉
佐
野
市

の
尽
力
に
よ
り
、
２
月
上
旬

に
全
市
町
で
加
盟
の
回
答
を

い
た
だ
い
た
。

春
以
降
の
期
成
同
盟
会
設

立
に
向
け
て
調
整
中
で
あ
る
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

京
奈
和
関
空
連
絡
道
路

関
連
の
期
成
同
盟
会
が
よ
う

や
く
形
に
な
っ
た
。
皆
さ
ん

方
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

川原　一泰　議員

中村　真紀　議員

人口減少を止める必要性

子ども達の集まる場所を

京奈和関空連絡道路構想図

広域化（通信）する消防組合

広
域
消
防（
通
信
）

の
メ
リ
ッ
ト
は

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

児
童
館
の
整
備
を
必
要

に
応
じ
て
充
実
し
て
い
く
。

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
打
田
地

区
の
利
用
が
多
く
、
充
実
も

必
要
と
思
う
の
で
、
見
極
め

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問和
歌
山
広
域

消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
の
共
同
運

用
の
メ
リ
ッ
ト

は
。

 

答    

総
務
部
長

４
月
１
日
か

ら
那
賀
消
防
組

合
と
和
歌
山
市
、

海
南
市
、
紀
美

野
町
の
３
消
防

本
部
の
共
同
運

用
が
開
始
さ
れ

る
。財

政
面
で
は
、

那
賀
消
防
組
合

で
１
億
円
程
度

の
削
減
が
見
込

ま
れ
る
。
消
防
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問本
市
と
海
南
市
、
紀
美

野
町
に
よ
る
広
域
ご
み
処
理

施
設
が
現
在
建
設
中
で
11
月

に
稼
働
す
る
。

広
域
化
さ
れ
る
も
と
で
、

今
後
の
ご
み
行
政
の
方
向
を

ど
う
定
め
る
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

ご
み
の
中
間
処
理
を
広

域
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

ご
み
処
理
施
策
の
円
滑
な
実

施
と
循
環
型
社
会
を
構
築
す

る
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

直
営
の
場
合
も
組
合
に

な
っ
た
場
合
も
、
引
き
続
き

市
に
処
理
責
任
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問広
域
化
に
よ
る
財
政
効

果
の
見
込
み
は
。

問新
・
市
立
図
書
館
で
は
、

利
用
者
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

新
図
書
館
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
よ
り
多
く
の
市
民

に
来
館
い
た
だ
け
る
よ
う
わ

か
り
や
す
い
図
書
の
配
置
、

居
心
地
の
良
い
空
間
づ
く
り

や
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
・
講
演

会
な
ど
、
よ
り
良
い
図
書
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

部
会
を
設
置
し
検
討
し
て
い

る
。図

書
検
索
に
つ
い
て
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
検

索
し
や
す
い
よ
う
改
善
し
て

い
く
。

問新
図
書
館
と
周
辺
商
業

施
設
の
連
携
に
よ
り
、
地
域

 

答      

市
　
　
長

市
と
し
て
年
間

１
億
３
千
万
円
程

度
が
削
減
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

問経
費
削
減
分
を

ど
う
市
民
に
還
元

す
る
の
か
。
ご
み
袋
の
金
額

の
引
き
下
げ
を
検
討
し
て
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

今
後
、
ご
み
袋
の
作
製

経
費
が
上
が
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
さ
ら
に
構
成
市
町
間

の
金
額
の
統
一
化
と
い
う
観

点
か
ら
、
反
対
に
引
き
上
げ

も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問施
設
を
置
く
自
治
体
と
し

て
の
責
任
と
役
割
を
ど
う
考

え
る
か
。

農
業
が
基
幹
産
業
の
地
域

の
賑
わ
い
や
活
性
化

へ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
は
。

 

答
　
　
農
林
商
工
部
長

図
書
館
は
市
民
へ

の
様
々
な
情
報
発
信

の
拠
点
施
設
と
し
て

最
適
な
位
置
に
あ
り
、

図
書
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
付
加
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
、
周
辺
商
店

街
活
性
化
の
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
。

そ
の
た
め
に
も
商

工
会
な
ど
関
係
機
関
・
担
当

部
局
と
の
調
整
を
は

か
り
な
が
ら
実
施
で

き
る
施
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問少
子
化
と
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
若
者
対

策
・
高
齢
者
対
策
事

業
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど

う
と
っ
て
い
く
の
か
。

 

答
　
　   

企
画
部
長

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、

で
、
環
境
負
荷
物
質
・
人
体

へ
の
影
響
の
大
き
い
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
排
出
な
ど
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

特
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
重

金
属
な
ど
に
対
す
る
市
独
自

の
測
定
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

紀
の
海
広
域
施
設
組
合

で
責
任
を
持
っ
て
、
二
市
一

町
の
住
民
に
心
配
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
な
運
営
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

市
独
自
で
の
対
応
は
考

え
て
い
な
い
。

今
後
５
年
間
の
本
市
独
自
の

地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

人
口
減
少
抑
制
・
少
子
高
齢

化
対
策
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
取

り
組
む
。

本
市
に
は
、
他
市
町
村

に
優
る
若
者
や
子
育
て
世
代

に
対
す
る
施
策
が
あ
り
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
や
助
成
、

雇
用
機
会
の
拡
大
な
ど
を

様
々
な
Ｐ
Ｒ
方
法
を
駆
使
し

て
若
者
へ
の
周
知
を
進
め
て

い
く
。

石井　　仁　議員

太田加寿也　議員

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を

ご
み
処
理
広
域
化
と

市
の
責
任

若者対策のＰＲをもっと

河南図書館工事中！

現在のごみ袋

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

独
自
測
定
を
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問子
ど
も
達
が
健

全
で
明
る
く
成
長
し

て
い
く
た
め
、
今
後

５
年
間
の
「
子
ど
も

子
育
て
支
援
計
画
」

を
ど
の
よ
う
に
策
定

し
て
い
る
の
か
。

 

答
　 

保
健
福
祉
部
長

「
子
ど
も
子
育

て
支
援
計
画
」
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
子

育
て
会
議
に
て
検
討
・
協
議

し
て
い
る
。

策
定
過
程
で
、
約
１
千

500
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
632
人
か
ら
回

答
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
意

見
欄
に
は
、
子
育
て
問
題
に

関
す
る
意
見
が
173
件
寄
せ
ら

れ
た
。

問計
画
策
定
後
、
不
登
校

や
発
達
障
害
な
ど
支
援
の
必

問平
成
19
年
４
月

よ
り
試
行
運
転
開
始
、

平
成
21
年
５
月
か
ら

本
運
行
に
移
行
し
現

在
に
至
る
。
地
域
・

時
間
帯
に
も
よ
る
が
、

利
用
者
が
な
く
空
で

走
っ
て
い
る
路
線
も

見
受
け
ら
れ
る
。

運
行
路
線
に
つ

い
て
は
、
今
な
お
バ
ス
路
線

か
ら
外
れ
て
い
る
空
白
地

域
・
山
間
部
の
交
通
手
段
と

し
て
、
ま
た
、
今
後
統
廃
合

さ
れ
る
図
書
館
・
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
な
ど
へ
の
交
通
手
段

と
し
て
柔
軟
な
対
応
と
共
に
、

巡
回
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
必

要
と
思
う
が
。

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

地
域
巡
回
バ
ス
で
市
内

の
大
部
分
の
地
域
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
が
、
経
費
を
抑
え

つ
つ
路
線
の
維
持
・
確
保
・

充
実
を
は
か
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。

ま
た
、
地
理
的
状
況
に

よ
り
既
存
運
行
バ
ス
の
乗
り

入
れ
が
困
難
な
地
域
に
は
、

需
要
に
応
じ
た
運
行
を
行
う

※
デ
マ
ン
ド
交
通
や
、
福
祉

対
策
を
重
点
と
し
た
福
祉
タ

ク
シ
ー
等
を
導
入
で
き
る
か

検
討
し
て
い
る
。

問一
日
も
早
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
格
差
是
正
が
必
要
と

思
う
が
、
市
長
の
見
解
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

空
白
地
域
の
解
消
に
つ

い
て
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
な

ど
関
係
部
署
で
導
入
可
能
な

手
法
を
研
究
し
、
モ
デ
ル
地

域
を
定
め
て
、
試
行
を
行
い
、

検
証
を
進
め
る
よ
う
に
指
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

に
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
育

て
て
い
く
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

地
方
創
生に

期
待

問国
の
地
方
創
生
戦
略
を

受
け
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

地
方
創
生
で
、
ま
ず
合

併
当
時
の
人
口
７
万
人
復
活

を
目
標
に
少
子
高
齢
化
に
取

り
組
む
。
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
地
方
版
総
合
戦
略
を
策

定
し
、
地
域
住
民
と
と
も
に

地
域
活
性
化
に
向
け
て
幅
広

く
取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が

あ
る
。

杉原　　勲　議員

舩木　孝明　議員

交通手段の再検討を

安心できる子どもの未来

現在運行中の地域巡回バス

地域で子育て支援

※
デ
マ
ン
ド
交
通

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
を
定
時
に
走

る
路
線
バ
ス
と
異
な
り
、
利
用
者

の
予
約
（
需
要
）
に
応
じ
て
タ
ク

シ
ー
や
小
型
バ
ス
を
運
行
す
る
仕

組
み
。
利
用
者
は
別
の
利
用
者
と

乗
合
に
な
る
。

要
な
子
の
フ
ォ
ロ
ー
や
、
虐

待
を
受
け
て
い
る
子
の
保
護

な
ど
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
　 

保
健
福
祉
部
長

支
援
計
画
に
掲
げ

る
不
登
校
児
・
引
き
こ

も
り
児
・
虐
待
児
・
障

害
児
・
一
人
親
家
庭
な

ど
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、

関
係
部
署
と
連
携
し
て

取
り
組
む
。

虐
待
児
の
保
護
は
、

県
児
童
相
談
所
の
権
限

な
の
で
、
市
独
自
で
の

一
時
保
護
は
で
き
な
い
が
、

必
要
な
場
合
は
、
児
童
相
談

所
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

問支
援
計
画
を
実
践
し
、

市
民
が
安
全
安
心
し
て
住
め

る
、
ま
た
元
気
で
明
る
い
子

ど
も
を
育
成
し
て
い
く
た
め

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

小
学
生
が
犠
牲
と
な
っ

た
事
件
を
受
け
、
防
犯
灯
や

防
犯
設
備
の
増
設
を
行
い
、

ま
た
、
学
校
・
地
域
・
家
庭

が
一
体
と
な
っ
て
心
身
と
も
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問ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
は

道
路
と
考
え
る
が
、
今
後
の

道
路
整
備
計
画
は
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
市
が
着
手
し
て

い
る
市
道
と
、
県
が
実
施
し

て
い
る
県
道
整
備
の
現
状
お

よ
び
こ
れ
か
ら
の
道
路
整
備

は
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

現
在
の
主
な
幹
線
的
な
市

道
整
備
は
、
社
会
資
本
整
備

事
業
関
連
で
２
路
線
、
紀
の

海
周
辺
整
備
で
１
路
線
を
実

施
し
て
い
る
。
詳
細
と
し
て

は
、
粉
河
中
へ
の
Ｊ
Ｒ
地
下

連
絡
道
新
設
工
事
と
、
市
役

所
本
庁
舎
前
の
上
野
庁
舎
前

線
道
路
改
良
工
事
の
用
地
交

渉
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ

問農
業
従
事
者
の
高
齢
化

お
よ
び
担
い
手
不
足
に
よ
る

耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
伴
う

荒
廃
し
た
農
地
や
農
林
道
の

維
持
管
理
の
対
応
は
。

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

基
幹
産
業
の
農
業
は
、

急
激
に
耕
作
放
棄
地
が
増
加

し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
農

業
用
施
設
を
管
理
す
る
組

合
・
組
織
そ
の
も
の
の
弱
体

化
が
進
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
土
地
改
良
事
業

等
を
活
用
し
た
整
備
改
修
に

お
い
て
も
、
地
元
負
担
金
等

の
問
題
も
加
わ
り
、
荒
廃
し

た
箇
所
が
増
え
て
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま

え
、
平
成
27
年
度
の
国
の
制

度
に
よ
る
「
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
」
で
の
支
援

る
。調

月
三
和
線
は
、
平
成

27
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
。

県
道
整
備
の
現
状
は
、

県
道
岩
出
野
上
線
の
諸
井
橋

の
新
設
、
県
道
和
歌
山
橋
本

線
遠
方
地
区
で
の
新
設
等
を

実
施
し
て
お
り
、
県
道
粉
河

寺
線
も
立
石
川
か
ら
国
道
24

号
ま
で
事
業
化
と
な
り
、
一

部
用
地
取
得
に
着
手
し
て
い

る
。今

後
の
道
路
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、
財
政
厳
し
い

な
か
、
国
・
県
の
道
路
整
備

や
交
通
形
態
を
見
極
め
な
が

ら
進
め
た
い
。

問今
後
の
道
路
整
備
計
画

に
、
国
道
424
号
竹
房
橋
北
詰

か
ら
現
在
建
設
中
の
市
民
体

育
館
お
よ
び
都
市
計
画
公
園

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
検
討

す
べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

市
民
体
育
館
等
へ
の
ア

ク
セ
ス
は
、
今
後
の
諸
事
情

を
注
視
し
、
現
道
の
拡
幅
や

新
設
道
等
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、

地
元
関
係
者
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
山
林
お
よ
び
林

道
・
作
業
道
に
つ
い
て
は
、

財
産
区
予
算
の
中
で
修
繕
工

事
補
助
金
や
山
林
整
備
補
助

金
と
し
て
支
援
し
て
い
る
の

で
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

問た
め
池
の
防
災

対
策
や
環
境
悪
化
に

伴
う
水
質
保
全
の
取

り
組
み
は
。

 

答
　 

農
林
商
工
部
長

た
め
池
の
管
理

は
、
水
利
組
合
や
地

域
の
利
用
者
等
で
行

う
の
が
原
則
で
あ
る

が
、
十
分
な
管
理
が
で

き
な
い
た
め
池
は
水
質

環
境
の
悪
化
や
防
災
面

で
も
危
険
な
状
況
で
あ

る
。管

理
の
難
し
く
な

っ
た
た
め
池
を
放
置
す

る
の
で
は
な
く
、
地
元

で
管
理
し
や
す
い
よ
う
、

受
益
面
積
に
応
じ
た

貯
水
能
力
と
す
る
な
ど
、

を
検
討
す
る
。

問県
道
に
つ
い
て
は
、
近
々

大
阪
府
下
と
の
交
通
量
が
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
県
道
粉

河
那
賀
線
と
中
尾
名
手
市
場

線
が
交
わ
る
西
野
山
交
差
点

の
右
折
だ
ま
り
等
の
改
良
も
、

県
に
強
く
要
望
す
べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

西
野
山
交
差
点
の
改
良

に
つ
い
て
は
、
沿
線
に
は
青

洲
の
里
も
あ
り
、
周
辺
地
域

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
上

で
も
、
地
元
地
区
等
の
意
思

を
配
慮
し
つ
つ
、
県
当
局
へ

要
望
す
る
。

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
対
策

を
取
り
入
れ
改
善
し
て
い
く
。

問中
山
間
地
域
や
限
界
集

落
と
言
わ
れ
る
地
域
へ
の
支

援
は
。

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

地
域
づ
く
り
を
支
援
す

る
事
業
「
水
土
里
の
む
ら
機

能
再
生
支
援
事
業
」
を
活
用

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
支
援
を
し
て
い
く
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

支
援
で
き
る
こ
と
は
積

極
的
に
応
援
し
、
国
・
県
の

事
業
を
最
大
限
活
用
し
な
が

ら
少
し
で
も
集
落
が
元
気
に

な
る
よ
う
市
全
体
で
し
っ
か

り
と
取
り
組
む
。

石脇　順治　議員

中尾太久也　議員

農
業
振
興
の
充
実
を

今
後
の
道
路
整
備
は
！

現状にあった対策を

整備中のため池

市民体育館への現在の道路

市民体育館
↓
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議会を傍聴してみませんか

市議会の定例会は、３・６・９・12月の年４回開催され、
傍聴することができます。

市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な
問題が審議されていますので、私たち議員の活動状況や
市政の内容を知るためにも、ぜひ議会の傍聴にきてくだ
さい！

【傍聴手続き】
本会議の傍聴を希望される方は、当日受付で住所・氏

名を記入していただき、入場してください。
本会議の傍聴定員は、30 人（うち車いす用２席）です。

【受付場所】
本庁舎６階　議会事務局

※午前9時 30分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ … 議会事務局
電話番号：0736 －77 －0860

次回6月定例会（予定）
NEXT

問中
・
長
期
的
な

地
方
創
生
に
向
け
て
、

市
と
し
て
の
取
り
組

み
は
。

 

答
　
　   

企
画
部
長

①
大
都
市
圏
に
出
た

若
者
が
地
元
で
安
心

し
て
働
く
場
を
確
保

す
る
こ
と

②
若
者
が
家
庭
を
持
っ
て
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
る
環
境

の
充
実
と
そ
れ
に
係
る
経
済

的
負
担
の
軽
減

③
時
代
に
あ
っ
た
安
心
な
暮

ら
し
を
守
り
つ
つ
、
自
立
で

き
る
生
活
圏
の
形
成

等
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

27
年
度
中
に
、
市
民
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
地
方
版
総
合
戦
略
と

し
て
市
の
現
状
を
踏
ま
え
、

具
体
的
な
市
の
方
針
を
策
定

し
て
い
く
。

問今
後
、
市
の
財
政
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
を
迎
え
る

と
想
像
さ
れ
る
。

合
併
10
周
年
以
降
の
さ

ら
な
る
市
の
発
展
の
た
め
に

も
、
地
方
自
治
（
意
識
）
に

根
ざ
し
た
住
民
と
市
の
「
協

働
」
の
推
進
が
不
可
欠
に
な

る
と
思
う
。

市
と
し
て
の
考
え
は
。

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

「
行
政
主
体
」
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
な
く
、
市
民
と

行
政
の
協
力
が
不
可
欠
な
も

の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
行
政
に
よ
っ
て

担
わ
れ
て
き
た
「
公
共
」
の

部
分
を
市
民
や
、
企
業
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
も
あ
る
程
度
担
っ
て

も
ら
い
、
様
々
な
課
題
（
ニ

ー
ズ
）
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

結
果
と
し
て
財
政
的
に

も
、
大
き
な
効
果
が
望
め
る
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

合
併
10
年
、
ま
だ
十
分

と
は
言
え
な
い
が
、
あ
る
程

度
均
衡
の
と
れ
た
市
づ
く
り

は
で
き
つ
つ
あ
る
と
思
う
。

さ
ら
に
、
今
後
の
市
の

発
展
の
た
め
に
、
国
で
の
地

方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い
る
今

が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考

え
、
図
書
館
の
運
営
方
法
、

道
の
駅
等
、
市
民
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
新
し
い
施
策
も

や
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
市
民
と
の
「
協

働
」
と
い
う
面
か
ら
、
埋
も

れ
て
い
る
市
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
人
材
を
幅
広
く
掘
り
起
こ

し
協
力
を
お
願
い
し
、
市
の

発
展
の
力
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
。

西川　泰弘　議員

地方創生をチャンスに！

「
協
働
」の
力
の
結
集
！

現状と未来の資料

日 月 火 水 木 金 土
14 15 16 17 18 19 20

本会議
（開会）

21 22 23 24 25 26 27

本会議（一般質問）
質疑
委員会
付託

28 29 30 7/1 2 3 4

総務文教
委員会

厚生
委員会

産業建設
委員会

5 6 7 8 9 10 11

（本会議）
予備日

本会議
（閉会）

（ ）
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ちょっ
と

おしえ
て！

答弁

その後

答弁

その後

学校給食費の滞納をゼロに

裁判所を通じて支払督促

滞納はダメよ！

地すべり対策事業は完了

平成 22年 9月議会　田代　範義　議員

学校給食法で、「小中学校での給食費は保護
者の負担とする」とされている。給食費の滞
納は、負担の公平性を欠くことになり、問題
である。未納者への徴収対策は。

各学校と教育委員会が連携し、督促・戸別
徴収を行うとともに、支払い困難な家庭に
は、就学援助制度の周知も含め、滞納解消に
努力する。

国・県では、平成 18年から地すべり調査・
河川のしゅんせつ調査を実施している。一
日も早い改修に努めたい。

学校給食費は、毎月２回の口座振替をし、
引き落としできない場合は、現金納付の督促
をする。それにも応じない場合は、保護者会
等で面談し、納付を促している。
しかしながら、それでも納付しないまま卒
業していく場合がある。その対策としては、
本来、議会の議決が必要である支払督促を行
うための裁判所に対する申立手続きを、今回、
市長が速やかに対応できるようにした。

平成 20年度から、県が地すべり対策事業に
着手し、現在は完了している。
柘榴川の最上大橋下流の国管理区域では、

現在、護岸工事を実施しているが、今後も継
続して行っていく。また、最上大橋上流の県
管理区域では、今後、河川整備計画を立て、
整備する方針で、市もその計画協議に参画し
ている。

桃山町最上地区における柘榴川の河川改修
と近隣する南側斜面の地すべり対策が早急に
必要では。

平成 19年 3月議会　村垣　正造　議員

早急に柘
ざ く ろ

榴川改修を

現在の柘榴川

紀の川市議会だより　No.33　平成27年［2015］
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農
業
で
地
域
発
展
を
！

―
―
脱
サ
ラ
し
て
起
業
し
た
き
っ
か
け
は

農
業
だ
け
で
は
生
活
が
厳
し
か
っ
た
の
で
、
最
初
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
し
な
が
ら
、
土
日
に
農
業
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
、
も
と
も
と
外
注
で
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
こ
の
店
主
が
高
齢
で
引
退
す
る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
自
分
で

や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

８
割
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
！
妻
に
感
謝
！

―
―
起
業
し
て
の
苦
労
話
な
ど
が
あ
れ
ば

最
初
は
な
か
な
か
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
妻
が
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や

ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

紀の川市でがんばってます!!
ももぷる

今回は、私が

参加してるよ！

若
者
が
農
業
で
地
域
活
性
化
！

「
僕
が
見
本
に
な
れ
れ
ば
！
」

桃
農
家
で
ジ
ェ
ラ
ー
ト
作
り
に
も
力
を
入
れ
る

籔
本
畑
下
農
園
　
代
表
　
籔
本
周
也
さ
ん
に
話
を
聞
く

籔
本
畑
下
農
園
～
藤と

う

桃と
う

庵
～
　
桃
農
家
の
ジ
ェ
ラ
テ
リ
ア

Part5

オーナーの籔本さん（右）、奥さん（左）

紀の川市議会だより　No.33　平成27年［2015］
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特集

を
使
っ
て
の
販
売
を
協
力
し
て
く
れ
た
の
で
今
が
あ
り
ま
す
。

和
歌
山
は
フ
ル
ー
ツ
王
国
！

―
―
藤
桃
庵
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
な
ど
は
あ
り
ま
す
か

紀
の
川
市
を
中
心
に
和
歌
山
の
フ
ル
ー
ツ
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
こ
だ
わ

り
で
す
。

自
然
の
桃
の
味
を
！

―
―
一
押
し
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
ど
れ
で
す
か

「
桃
ソ
ル
ベ
」で
す
。ミ
ル
ク
を
混
ぜ
ず
に
桃
だ
け
を
使
っ
た
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
で
す
。

―
―
そ
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
特
徴
は

減
農
薬
・
無
肥
料
栽
培
で
桃
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
桃
そ
の
ま
ま

の
味
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

若
者
が
農
業
を
で
き
る
よ
う
に
！

―
―
今
後
の
夢
な
ど
目
指
す
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

こ
れ
で
満
足
す
る
の
で
な
く
、
日
々
勉
強
・
研
究
だ
と
思
っ

て
い
て
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
へ
も
研
修
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

若
い
子
が
、
農
業
を
や
っ
て
い
け
る
見
本
に
な
り
た
い
で
す
。

紀の川市でがんばってます!!
取材を受けるオーナーの籔本さん（右）

記事は森田委員（左）と大谷委員（中）が担当
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編
集
後
記

今
年
は
、
合
併
10
周
年
に
あ
た
り
、

そ
れ
を
記
念
し
て
の
式
典
や
記
念
事

業
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
10
年
前
、
旧

５
町
が
ゆ
ず
り
合
い
の
精
神
を
も
っ

て
、
紀
の
川
市
が
誕
生
し
、
い
ろ
い

ろ
な
苦
難
・
障
害
を
乗
り
越
え
、
新

し
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
10
年
、
早
く
も
あ
り
、
遅
く

も
あ
り
、
市
全
体
が
よ
く
頑
張
っ
て

き
た
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
紀
の
国
わ
か
や
ま

国
体
と
紀
の
国
わ
か
や
ま
大
会
が
開

催
さ
れ
、
我
が
市
に
お
い
て
は
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
等
の
競
技

会
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

競
技
期
間
中
は
、
県
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
方
が
紀
の
川
市
へ
来
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
市
一
丸
と
な
っ

て
、
心
の
こ
も
っ
た
「
お
も
て
な

し
」
を
し
て
、
こ
の
大
会
が
成
功
裡

に
終
わ
れ
る
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
・
Ｉ
）

入園式（長田保育園）

卒園式（れもん保育園）

ピンクリボンサイクリング

入学式（東貴志小学校）

名手川の鯉のぼり


